
 

 第 5 回 日本の医師が研究や論文作成で直面する障壁 2-2 

 

国際ジャーナルへの論文発表を困難にする 5 つの主な障壁の考察の 2 回目をお送りします。 

1 回目の「1. 時間的制約」「2. 学術論文執筆における言語の壁」「3. 伝統的な序列関係の中での働き方」に

続き、今回は「4. 不足する構造的支援」「5. 特有の医療制度」です。これらの障壁に対処することは、日本

の医師にとって、論文作成が効率的に進められる支援環境を構築するために不可欠です。 

4. 不足する構造的支援 

日本の多くの臨床医は、研究活動に必要な時間の確保、資金、論文作成サポート人員へのアクセスとい

った構造的支援が不十分であると感じています。2025 年に発表された調査では 1)、時間的制約に加

えて、回答者の 54.8%が資金不足、51.1%が研究スタッフまたは研究アシスタントの不足を臨床研究

実施における主要な障壁として挙げています。さらに、74.3%が統計解析のトレーニングの必要性も

指摘しており、これは研究関連教育におけるより広範なギャップを反映している可能性があります。さ

らに、「働き方改革」では、上司からの指示がない限り研究は労働とはみなされず、研究に費やす時間

は、勤務外のプライベートな時間ということになってしまいます 2)。医師の過重労働の削減を目的とし

た「働き方改革」で、研究力がさらに低下する可能性も懸念されます。 

5. 特有の医療制度 

日本の医療制度は患者ケアと臨床責任を重視しており、医師が長期にわたって研究に積極的に関与し

続けることが難しい場合があります 3)。2022 年に International Journal of General 

Medicine に掲載された論文では 4)、特に総合診療医においては、臨床責任が研究よりも優先されて

いることが指摘されています。2024 年に BMJ Open に掲載された調査によると 5)、日本の医師の

多くは、博士研究よりも臨床専門医研修を希望しています。MD-PhD プログラムや大学院研究プログ

ラムの導入など、研究研修を強化するための取り組みは行われてきましたが、参加率は依然として低い



ままです 6)。経済的な障壁、硬直した組織構造、キャリアインセンティブの低さといった要因が、研究へ

の長期的な関与を阻み続けています。これらの傾向は、研究の実施と発表が医師のキャリアにおいて、

オプションや課外活動としてではなく、優先事項として認識され、適切に支援されるよう、文化的およ

び制度的な改革の必要性を浮き彫りにしています。 
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